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方法, 酸化還元色素 を用 いて 発色させる方法




















が, 果 してどの程 度まで信 頼 し得るものか を
再検討する必要があると痛感するに至ったので
ある｡ 例えば, も し仮りに耐性培地に対照と
同 じ程度に発育 し,完全耐性を示 した場合には
感受性菌は全 く存在 しないものかどうか,或は
耐性培地に全 く菌が生えなかった場合でも,耐






























A株 ≦約90% llO % I1%
B棟 約90% 11 %
約90% i0.1%
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患 者 分 離 株
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対照培地の発育菌量を (｣Ⅲ)とすれば SM 耐性培地
では,1γ～100γまで (≠)であ り,FAS25-
50γ耐性菌が1%であるか ら,PAS耐性培地では
1γ～10γまで (≠),100γでは (-),INH 5γ耐性 c
atalase陽性菌が 0.1% であるか ら,IN
H耐性培地では0.1γ～5γまですべて(+)の発育
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秦 (2) A 株 耐 性 検 査 成 績
定
A 株 :S約 90% R-SM 10%,R-PAS1%,R-INH0.1%
表 (3
) B 棟 耐 性 検 査 成 績同 一















義 (4) C 株 耐 性 検 査 成 績
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同 一 人 再 判 定
SM PAS
1JTo;常 吉rioyT1667








? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
No.12施設の培地は回収することが出来なかった
C株:S約 90%,R-SM 0.1%,R-PAS10%,RJNH 1%
表 (5) D 株 耐 性 検 査 成 績

































同 一 人 再 判 定




















D株 :患 者 分 離 株
(j) 添加薬剤の種類 SM については指針は
Dihydrostreptomycin(DHSM)を使用する様に









量,INH は 1倍量加える様に規定 されている
が,SM2倍量が 10施設,3倍量が2施設あり,
PASでは1,38倍量が2施設しかなく, 1倍量
のみが10施設もあったo INH は全施設が 1倍
量であった｡
(/1) 培地の pH について 指針では 1%又
は3%小川培地であるが, 1%小川培地が5施
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義 (6) E 株 耐 性 検 査 成 績




同 一 人 再 判 定
10llOO
γ1γ1γ!1㌔
E株 :患 者 分 離 株
秦 (7) 12施設の耐性検査法調査成績(1)
使用培地
検 査 指 針r調査成績恒設数
SM!DHSM




















































昭和37.9 義(8) 12施設の耐性検査法調査成績 (2) 菌接種 - 49-
検 査 指 数 t 調 査 成 績 l施設数
菌 液 の 作 り 方
ガラス玉 コルベンで集落磨砕
蒸滑水で分散




標 準 菌 液
(0.15mg/ccBaSO4)
と 比 濁
接 種 菌 量 0.001-0.0001mg




標 準 菌 液 と 比 濁
BaSO4液
結 核 菌 液






















に示す如 く,標準液と比洩 した所が 7施設, 1





























































































































率は感受性菌 :SM 耐性菌 :PAS耐性菌 :INH
耐性菌-100:10:1:0.1であるから, 理論的








































































SM 耐性菌は前述の如 く, 10000γ の 耐性
度をもっており,PAS では 50γ の耐性度,
INH では 5γ-Catalase陽性の 耐性度 の高さで










討 した｡表(ll)に示 した様に,SM 培地に於ては
力価が高いと判定 し うるものが3施設 あった
が, その中の 2施設は 事実 SM を 3倍量加え
ていた｡PAS培地では, 力価が高いものが 4







































































正 LPAS-Nal倍量 1 正 ≡ 1W 以 内
正 1PAS-N｡1倍童 1 正 芦 1W 以 内




報 告 さ れ た
接 種 菌 量
0.1mg
0.01mg













計 】32 t21 1 7 1 0 I 60
の菌液濃度は,実際の生菌濃度と,必ずしも一
致 しない事を示す｡
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この関係を施設別に検討すると,表(13)の如く
なり,報告された接種菌量よりも,実際の菌量
が 多 い と考えられるもの 1施設, やや多いも








対照培地に発育 した菌量から,各 施 設の実
義 (13) 施設別接種菌量と菌発育の不一致の吟味 (1)
施設No.
報 告 され た E予想され t 各株 の実 際 の発 育 度









































































菌 液 作 成 条 件









































白 金 耳 採 取 量
比 濁 (結 核 菌 液)
白 金 耳 採 取 量
比濁(チ フス菌液)
白 金 耳 採 取 量
比 淘(BaSO4)
比 衛 (結 核 菌 液)
不 定
比 濁 (結 核 菌 液)
比 濁(BaSO4)




























































































































































接 種 菌 量





































耐 性 検 査 成 績
S入1.1L.,J･∴ p_＼S′1γ) lN T･1{1p.I,
不 完 完
不 完 完 1不 完 完



































検査成績に就いては, 本 研 究 の 他 に, 佐藤
(直)28),小川(政)29),河盛30)の報告があるが,
成績の不一致率はかなりある模様である｡
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